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編集後記
今年、2000年 は千年紀(Millennium)と 言 われている。100年 単 位の新世紀は2001年 か らなのだから

第3千 年紀 というのも2001年 か らじゃないかと言いたいが、細かいことはとにか く盛 り上がればいいの

だろ う。実際、西暦だけでの ことであって世界に数ある他の暦 と何 も関係はないのだけれ ど、計算機の

Y2K問 題 が絡んで くるので現実 はやや こしい。 しか し新世紀 を目前 に して世の中は大 きく変 わり始め

ている。 とりあえずは1年 進むだけだが、18世 紀、19世 紀 と万物の潮流をみれば世紀 ・時代の色とい う

べ きかその文化 ・社会構造の変遷は明 らかだ。

強磁場かつ高圧下での磁化測定 とかガ ラス転移 における構造変化 とい う実験室の題材に比べれば、

Globalか つ温暖化での環境問題 とか世紀転移におけ る社会構造変化というものが如何相成 るかは研究

困難だれども、科学の進展が未来の地球の問題に大き く関わ って くることは間違いがない。 これか らの

大学はその広い専門性をもってそ ういった問題にも真 っ向向かい合 うべ きだと思 うのである。

20世 紀 に生 まれた僕 らは一年後 には旧世:紀生まれとな る。来るべき新世紀 にどんな価値あるものを残

せるのか?そ して何を次世代のつけ回 しに しちゃいけないのか?僕 たちには地球の有限性を背景に新

しいパ ラダイムの構築が要請 されている。2000年 、世界 も日本も、そ して今を生きている一人一人が新

たなスター トを期すべき時で しょう。低温 セソターだよりも新世紀 に向かって進化するつ もりです。

(山 中千博)

大阪 大学低 温 セ ン ターだ よ り 第109号

平成12年1月 発行

編集責任老

発 行 者

邑 瀬 和 生

大阪 大学低温 セ ソ ター

吹 田分室 大阪府吹 田市 山田丘2番1号

電話(06)6879-7985

豊 中 分室 大阪府豊 中市待兼 山町1番1号

電話(06)6850-6691

印 刷 所 阪東 印刷紙器工 業所

大阪市福 島区玉川3丁 目6番4号

電話(06)6443-0936(代 表)



r

目 次

No.109

研究 ノー ト

強磁場かつ高圧下での磁化測定

極限科学研究セソター 濱本 輝文

カルゴゲナイドガラスのガラス転移における構造変化

理学研究科 王 勇

技術 ノー ト

顕微分光における平行平板収差

工学研究科 久保 等

シ リーズ

超伝導と学生実験

工学研究科 村上 博成

保安組織

お知らせ

1

6

12

16

9

0

1

2

表紙図説 明:顕 微分光用 クライオスタットで観察 した トランジスタパターン

(顕微分光における平行平板収差参照)


